岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報  第7号 by 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター,
lヽ●
岡山大学
埋蔵文化財調査研究センター 報
第 7号
1992年3月 発行
岡山大学
埋蔵文化財調査研究センター
〒700
岡山市津島中3TEj2･蓄l号
℡(0862)52-1ll1内線7290.7291
- 岡大キャンパスの弥生水田 -
弥生の水田といえば､すぐに静岡県登呂遺跡を思い出す人が多いはずだ｡戦後すぐに発掘が行なわれ､
たしかに記念碑的な遺跡といえる｡ しかしじつは､弥生～古代の水田遺構が各地でつぎつぎに発見され
だしたのは1970年後半からのことである｡確実な田んぼの発掘により､日本列島での水稲農耕の開始が､
従来縄文時代晩期後半とされていた時期 (B.C.約400年)にさかのぼることが判明したり､あるいは西
日本での開始からそれほど時期を隔てることなく本州最北端まで稲作が普及 したことが確かめられたと
いうことも､■こうした成果によるところが大きい｡
弥生 ･古墳時代の水田は､一筆の面積がずいぶん小さい｡これも登呂の水田のイメージと異なる点だO
沖積平野といっても微高地や低湿地の変化がみられ､それなりの起伏がある｡起伏や傾斜をこえて水田
を造成するためには､畦を細かく区切 り､水廻 りをよくする工夫があったらしい｡
同大キャンパスでも､多 くの水田遺構が検出されている｡縄文時代から流れていた川ととなりあった
弥生前期の水田､埋積作用が進んで平坦地をやや大きく区画 した水田などもあり､岡Il卜平野の水田の歴
史をかなり系統的に追跡できそうだ｡ (センター長 ･文学部教授 稲田孝司)
私達の主食は米で､日本は本来､農業国です｡
私達の祖先はいつごろから米を作 り､食べるよう
になったのでしょうか｡
佐賀県唐津市の菜畑遺跡では､縄文時代晩期末
(約2500年-2300年前)の水田跡や概が発見され
ています｡また､福岡県福岡市の板付遺跡でも同
じ頃の水田跡が発見されており､多量の籾 も発見
されています｡板付遺跡の水田は水路や井堰 (水
をせきとめ､田んぼに水を注ぐために木材を組み
あわた仕切 り)を持った立派なものでした｡こう
した日本列島の農耕文化は､今のところ､中国の
長江 (楊子江)の下流域に発達 した湖熟文化が起
源で､その農耕文化が山東半島､朝鮮 を-て北邪
九州に伝わったと考えられています｡
北部九州に伝わった農耕文化は､その後､関門
海峡を渡って､瀬戸内に伝わり､2400-2300年前
には岡山にも伝わってきました｡こうして狩猟 ･
採集経済であった縄文時代 も終わり､弥生時代が
始まりました｡岡山平野では､弥生時代の水田跡
はいくつか発見されています｡現在の岡北中学校
がある所には､津島江道遺跡があり､縄文時代晩
期あるいは弥生時代初
頭 と考えられる水田跡
が発見 されています｡
岡山市いずみ町の総合
運動公園には津島遺跡
があり､弥生時代前期
(約2300-2200年前)
の水田跡らしい遺構が
発見されています｡百
聞川遺跡群では､弥生
時代のほぼ全時期にわ
たる大規模な水田跡が
発見されています｡こ
この水田は自然堤防上
に営まれており､自然
堤防を削って水田を拡
張 した跡がみられます｡
また､用水路やそれに
写真2 鹿田遺跡
(医学部構内)で出
土 した木穀鍬 (イラ
ストの トー ンの部分)
弥生時代に関西を中
心に流行したナスビ形
の叉鍬で､現在の文学
部考古学資料館の前に
ある小橋法目黒遺跡で
も同じものが出土して
います｡
伴 う杭列などから､高度な潅概技術を持っていた
ようです｡弥生時代の岡山平野は､旭川がいくつ
もの支流に分かれ､至る所に自然堤防や後背絹地
を作っていました｡水田はこうした低地に営まれ
ていました｡ また､農耕具 も､木製の鍬 (写真
2)や石包丁などといった様々なものが現れまし
た｡ちなみに当時の米は､発見された楓や土器に
ついた楓跡 (写真 1)から､私達が食べているの
と同じジャポニカ型です｡
稲作の開始は､人間の歴史のうえで画期的なこ
とで した｡水田を作るために土地を改変するなど､
人間が積極的に自然に働 きかけるようになりまし
たO稲作は治水 ･潅概といった集m労働を必要と
する事から､より規模の大 きな集落が営まれるよ
うになりました｡また､農耕祭祀も行われるよう
になるなど､社会は一層複雑になり､国家の形成
に向けての第 1歩を踏み出したのです｡
(助手 ･富樫孝志)
表紙写真説明
学生寮建設用地で検出した弥生時代の水田跡
写真の右下から左上に向かって尾根状の微高地が延
びており､その尾根に沿って水田を作っています｡
写っている人間の大きさから､水Eq1枚あたりの大き
さが､今の水田よりもずっと小さいことがよくわかり
ます｡
●岡山大学構内では､現在 までのところ､津島構
内で しか水田は見つかっていません｡ しかし､そ
の中で弥生時代の水田は､全国的にも注目される
資料 となっていますO津島構内の各調査地点で発
見されていますが､以下､時期 ごとの変遷 をた
どって､今 までにわかっている成果をお話 してい
きます｡
岡山大学を含め､岡山の市街地は､旭川の河口
近 くに形成された､沖積平野と呼ばれるところに
あたります｡弥生時代のはじめ頃は鹿田キャンパ
スの付近まで海岸線が迫 り､平野の面積 も狭 く､
また､小さな河川や流路が枝分かれして､その中
間にこれまた小さな微高地が幾つも存在する入り
組んだ地形で した｡ したがって当時の景観は､現
在のような､平坦で大きな区画の水田が一面に広
がるものではありませんでした｡
大学構内でいちばん古い水田跡 としては､弥生
時代前期 (今から約2300-2200年前頃)の後半期
のものが発見されています｡全国的にもかなり古
い部類に属 し､調査面積 もまとまっており､希少
な資料です｡男子学生寮予定地のほか､工学部情
報工学棟などで見つかっています｡
水田の形態を発掘例から推定すると､微高地の
縁辺の緩い斜面に帯状に水田域が広がり､その中
を区画 していたようです｡主要な畦はほぼ等高線
に沿うようにつ くられ､それに直行するような形
● で小さく区切っています｡地形に規制されてい争
ため､一筆ごとの平面形は不整形で､面積はおお
よそ3-4m2と非常に小さいものですO用水路は､
断片的にしか見つかっていないので､水利施設の
内容は不明です｡
中期 (今から約2200-1900年前頃)の後半期に
なると､′トさな流路が次第に埋 まって､その部分
に水田が広がっていくようですが､それがはっき
りと窺えるものは構内では見つかっていません｡
しかし､水利施設については､NP-1地点の調
査で､大藩および杭列の一部が確認されていますO
非常に狭い面積の調査のため､会葬はわかりませ
んが､大藩からは木製の又鍬が出土 しています｡
後期-古墳時代初めにかけて (今から約1900-
1700年前頃)の水田は､形態は基本的に前期のも
のと変わりありませんが､一筆の面積は少 し大き
くなっているようです｡ また､この時期になると､
微高地のかなり高いところまで水田が広がってい
ます｡旭川の対岸に位置する､百聞川遺跡群の後
期の水田をみると､微高地の高い部分を削平 しな
がら､水田を拡大 しているようです｡刃先に鉄器
を装着するなど､農具に大 きな革新があったので
しょう｡大学構内では､男子学生寮予定地､大学
院自然科学研究科棟などで検出されています｡用
水路も多 く見つかっていますが､水田との関係が
はっきりとわかるものはありません｡
(助手 ･土井基司)
- 津島岡大遺跡8次調査 (A･B地点)
A地点
昨年 7月から今年の1月にかけて農学部の遺伝
子実験施設の建設予定地にて発掘調査を行ないま
した｡
遺跡は明治時代から中世まではずっと畑､ある
いは水田だったようで､畝や畦が残っていました｡
古代-古墳時代の地層はほとんど残っていません
でしたが､方形に土地を区画 したような溝がかろ
うじて残っていました｡その下は弥生時代の微高
地で､溝 を検出しました (写真 4)｡溝の他には
柱穴が検出され､集落もあったようです｡集落の
存在をうかがわせるものは､津島キャンパスでは
初めての発見です｡弥生時代の層の下には縄文時
代後期の層があり､炭や焼土の入った直径50cm位
の穴が発見されました｡
全体を通 して､遺物はあまり出土 しませんでし
たが､弥生時代の微高地に掘られた溝や柱穴など､
集落の存在に関わる資料や縄文時代の炭や焼土の
入った穴の発見が主な成果で した｡すぐ近 くには
津島遺跡があり､両者の関係が注目されるところ
写真 4 弥生時代に掘られた溝 (A地点)
写真左下から右上に向かって延びる微高地に沿っ
て満が走ってます｡これ以外にも大小の満が検出さ
れています｡
写真5 足跡状痕跡の調査状況 (B地点)
弥生時代前期の溝の底から人間の足跡らしい凹み
が発見されました｡中に入っていた砂を取り除くと
足跡の形がくっきりと現われました｡
です｡ (助手 ･富樫孝志)
B地点
昨年 8月から12月中旬ごろまで､農学部の遺伝
子実験施設の合併処理槽建設予定地にて発掘調査
を行ないました｡
北から南にむかって傾斜 した旧地形の上に遺物
を含む15枚にもわたる土層が堆積 し､この層から
古代の水田の畦や弥生時代前期の溝が発見されま
した｡溝の周囲からは､石庖丁､磨製石斧､石鉄､
などの石器も出土 しました｡興味深いのは､弥生
時代前期の層から発見された足跡 (写真 5)です｡
いくつもの足跡が重なりあった状況は弥生人の活
動がリアルに想像できるものでした｡住屈･跡など
は発見されませんで したが､旧地形が北にむかっ
て高 くなることから､弥生時代の村の中心は今回
の調査地点の北側に広がるものと思われす｡
(助手 ･阿部芳郎)
編 集 後 記
今回は弥生時代の水田を特集してみました｡同大津
島キャンパスの下にも弥生時代の水田が眠っているの
です｡女王 ･卑弥呼が活躍していた頃に話です｡きっ
と卑弥呼もご飯を食べていたことでしょう｡
農学部の発掘調査では縄文時代の穴や弥生時代の
溝 ･足跡などが発見されました｡同大キャンパスには
3500年も前から人が住んでいたのですOまあ､何とも
壮大な話ではありませんか｡ (T)
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